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  今年は積雪期間が長く、３月の天候は雨が多く、日照が少なかったことから、 

出穂期は４月２０～２４日頃と予想されます。 

地域やほ場ごとにより生育の進みが違うことから、出穂状況を的確に把握し、 

適期に赤かび病防除を実施しましょう 
 

 

 

①赤かび粒は少量の混入でも規格外になるので、２回防除を必ず実施して下さい。 

②地域により出穂のバラツキが大きいので、ほ場の出穂状況を確認して防除を実施しま

しょう。 

③出穂期以降のトップジンＭ剤の使用回数は１回です。他の登録薬剤と組合わせて使用

基準を遵守してください。 

 

【液剤体系】 

 防除時期 薬剤名 散布量等 

１回目 
４/２３～４/２７頃 

穂揃期 (開花始め) 
トップジンＭ水和剤 

希釈倍数：1,000 倍

散布量：150 ㍑／10a

２回目 
４/３０～５/４頃 

(１回目から７日後) 
チルト乳剤２５ 

希釈倍数：1,000 倍

散布量：150 ㍑／10a

 

【粉剤体系】 

 防除時期 薬剤名 散布量 

１回目 
４/２３～４/２７頃 

穂揃期 (開花始め) 
ワークアップ粉剤 DL ３kg／10a 

２回目 
４/３０～５/４頃 

(１回目から７日後) 
トップジンＭ粉剤 DL ４kg／10a 

 

 

 

 

 

 

  用水に水が入る時期になりました。用水や隣接ほ場からの浸水を防ぐため、ほ場の見

回りを行い、排水溝の手直しや排水口の掘り下げなど、排水対策を徹底しましょう。 

排水対策の徹底 

平成２２年４月１５日

富山農林振興センター

なのはな農業協同組合

赤かび病の防除 

※薬剤の散布に際しては、風の弱い時間帯を選ぶなど、周辺作物への 

飛散防止に努めましょう。


